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　ルートイン BC リーグに所属し、栃木市出身で栃木市
ふるさと大使の寺内崇幸監督率いるプロ野球チーム「栃
木ゴールデンブレーブス」。今回は同じく栃木市出身で
チームに所属する宇賀神 聖選手をご紹介します。

名前の由来が気になります
『聖』と書いて『せんと』。お名前の由来を聞いてみ

ると、「なんだったかな ･･･」とはにかむ宇賀神選手は
プロデビュー二年目の２０歳。野球好きのお父さんの影
響で小学校１年生から野球を始め、中学校時代は県大会
で優勝し、全国大会へ出場。高校では１年生でレギュラー
入りすると、在学中にゴールデンブレーブスからのスカ
ウトを受け、卒業と同時にプロデビューしました。

野球一筋の宇賀神選手ですが、「夢中になれることが
あるのは幸せです。目標なく過ごすよりずっと充実して
いて、野球をやっていて良かった、といつも思います。」
と言います。野球以外で好きなものはアニメの『名探偵
コナン』。「野球に活かせたことはないけれど ･･･ 映画の
コナンを観て、気分転換しています ( 笑 )」

得意技は俊足を活かしたプレー！
　今シーズンの宇賀神選手の課題を尋ねると、成績には
まだまだ満足していないとの事。「自分の武器は足の速
さです。先日の試合でも、盗塁でチャンスを広げること
ができたのは良かったと思います。でも、課題はバッティ
ング。出塁率をあげることで、走塁という持ち味を発揮
できますから。憧れの元阪神のマートン選手のように、
安打を量産できる選手を目指します。」
　また、チームへの思いも人一倍。「学生ではなく、社会
人として野球を続けたかったので、ゴールデンブレーブス
に声をかけてもらった時は本当に嬉しかったです。なので、
成績でチームに貢献したいという思いがあります。試合は
いつでも、やるからには勝ちたい。昨年に地区優勝を逃し
た悔しさもあるので、今年こそ優勝を目指します。」

活躍を一番見てほしい人は ･･･
　プロとしての活躍を誰に見せたいか、お聞きしました。

「両親はもちろんですが、一番見せたいのはおばあちゃん。
おばあちゃん子ですごくお世話になったので。そして今
までお世話になった多くの人に、プレーで恩返しするの
が僕のやるべき事だと思っています！生まれ育った町を
スポーツで盛り上げられれば嬉しいです。」7 月 23 日（金）
24 日（土）には栃木市内で公式戦開催が予定されてい
ます。ぜひ宇賀神選手への応援をよろしくお願いします！宇

う が じ ん

賀神　聖
せんと

 さん　
栃木ゴールデンブレーブス　内野手

相　　　談 日　時 場所／問合先

人権相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日
9 時～ 16 時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9 時～ 17 時
※土日祝日･時間外は
　事前に予約が必要

本庁舎/青少年育成センター☎(24)0667
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

本庁舎/青少年育成センター☎(23)6566
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子ど
もとその家族 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2227　
※左記以外の時間は☎ 189

（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9 時～ 16 時 本庁舎 / 子育て支援課　☎ (21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービスの
利用・障がいを理由とする差別・合
理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分 本庁舎 / 障がい福祉課 障がい児者相

談支援センター係
☎ (21)2219 FAX (21)2682ひきこもり相談（要予約）

　※事前にお話を伺います。
第 2 木曜日（次回７月８日）
10 時～12 時、13 時～15 時

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待） 月～金曜日

8 時 30 分～ 17 時 15 分
本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

7 月 9 日（金）
10 時～ 11 時 30 分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

相　　　談 日　時 場所／問合先

弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言 )
※予約開始
 8 月分：7/1（木）～
 9 月分：8/2（月）～
　( 各日 8 時 30 分より受付 )

※�同じ案件での相談は 2 回まで
（異なる会場で相談しても同様）

7 月 9 日（金）、21 日（水）
8 月 12 日（木）、27 日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

7 月 15 日（木）
10 時～ 12 時

大平隣保館
☎(43)6611 0120-46-7830

8 月 17 日（火）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室
市民生活課☎（21）2122

8 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 会議室
市民生活課☎（21）2122

7 月 27 日（火）
10 時～ 12 時

西方総合支所 1 階 会議室
市民生活課☎（21）2122

8 月 19 日（木）
10 時～ 12 時

岩舟総合支所会議室棟 1 階第 1 会議室
市民生活課☎（21）2122

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

7 月 6 日（火）、20 日（火）
9 時～ 12 時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（売買や賃貸借、所有と管理）
予約開始：7/1（木）8時 30分～

7 月 16 日（金）
10 時～ 12 時 本庁舎 2 階 市民相談室

市民生活課☎ (21)2122行政書士相談（相続・遺言、農地転用、開発行
為等の手続き）予約開始：7/1（木）8時30分～

7 月 16 日（金）
14 時～ 16 時

消費生活相談（商品やサービスな
ど消費生活全般）

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 2 階 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

7 月 13 日（火）、27 日（火）
10 時～ 12 時　

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

7 月 15 日（木）
10 時～ 12 時

大平総合支所 1 階 相談室
市民生活課☎（21）2122

8 月 11 日（水）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室
市民生活課☎（21）2122

♦ 8 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 大会議室
市民生活課☎（21）2122

♦ 7 月 27 日（火）
13 時 30 分～15 時 30 分

西方公民館 2 階 小会議室
市民生活課☎（21）2122

8 月 19 日（木）
13 時 30 分～15 時 30 分

岩舟総合支所会議室棟 1 階第 1 会議室
市民生活課☎（21）2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

消費生活センター（本庁舎 2 階）
☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０子どもの周りにある危険！

　コロナ禍でお子さんとの「おうち時間」が増えた家庭も多いと思い
ます。家族の時間が増えた一方で、家の中や庭には、お子さんにとって、
思わぬ危険が潜んでいることもあります。
事�例①　小学生の長男と一緒に料理をしていた。長男に気をとられて、

1 歳の次男がキッチンに入ってきたことに気が付かなかった。つか
まり立ちをした次男が、火は消えていたがまだ熱いコンロのグリル
窓に触ってしまい、手のひらをやけどしてしまった。

　⇒�１歳前後の身長とグリルの位置はほとんど同じ高さなので、容易
に手が届きます。子どもは皮膚が薄いため、深いやけどになりや
すく注意が必要です。やけどを負った場合は、すぐに流水で冷やし、
医療機関を受診しましょう。

事�例②　夕食後、家事をしていたところ、家族が飲み残したお酒を子

どもが飲んでいた。顔が赤くなりぐったりしていたので、病院を受
診した。

　⇒�アルコール飲料の入ったグラスや缶は、子どもの手の届かない場
所に置き、飲酒後はすぐに片付けましょう。子どもの場合、アルコー
ルの摂取量によっては深刻な事故につながるおそれがあります。

事�例③　自宅の庭で花火をしていたところ、履いていたサンダルの隙
間に花火が落ちて、足をやけどした。

　⇒�花火は楽しい反面、火薬や火を使うため、やけどなどの事故が起
きることがあります。大人が必ず付き添い、子どもの行動をよく
観察しましょう。火が移りやすい服やサンダルなどの露出が多い
靴を避けるなどの注意も必要です。花火本体やパッケージに記載
されている注意事項を必ず守りましょう。

一人で悩まずまずは相談
 大切なのは、すぐに相談
することです
 困ったときは、一人で
抱え込まないで「消費者
ホットライン「いやや」

（局番なしの 188）」まで
お電話を。

『泣き寝入りは超いやや
（188）！』で覚えてね。

消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター
「イヤヤン」


